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ぼくに、おてがみをください
千葉・山口　禄大
　ぼくがしょうがっこうにはいってから、おかあさんがおしごとにいくようになりました。「ただいま」とかえってもおかあさんはいません。「おかえり」とおじいちゃんがまっていてくれるけど、おかあさんがいないとさみしいです。
　あるひ、おかあさんからおてがみがおいてありました。

「ろくちゃんへ　きょうのきゅうしょくのカレーは、おいしかったかな？しゅくだいのプリントは、さきにすませておいてね。おかあさんがしごとからかえったらいっしょにおんどくしようね。おかあさん、ろくちゃんのおんどくとってもすきです。ろくちゃんのことはもっとだいすきです。　おかあさんより。」

　ぼくは、おかあさんからのおてがみをよんでとってもあたたかいきもちになりました。きゅうにおしごとにいくようになったので、ぼくといっしょにいるのがいやになったのかとおもっていたけど、ちがうとわかってホッとしました。ぼくも、おかあさんにおてがみのへんじをかきました。

「おかあさんへ　カレーはかんしょくできなかったけど、おいしかったよ。でも、おかあさんのつくるカステラはもっとおいしいよ。おかあさん、おしごとのときはつかれてるよね。だからおてつだいしてあげるね。おかあさんのことだいすきだよ。　ろくはるより。」

おかあさんは、ぼくのおてがみをよんで、「ありがとう。たからものにするね。」とわらってくれました。おかあさんのえがおをみて、とてもあたたかいきもちになりました。おかあさんからのおてがみは、げつようからきんようまであります。おてがみがかいてないと、ぼくのことわすれたのかな？としんぱいになります。でもかえってきて「せんたくをほすのにじかんがかかって、おてがみをかけなかったの。」といわれると、あんしんします。

わるいことをしてしまうひとには、あたたかいきもちがたりないからだとおもいます。きもちがモヤモヤしたり、くるしくなったらおかあさんとおてがみのこうかんをしたらよいとおもいます。おかあさんがいなければ、おとうさん、おにいさん、おねえさん、おじいちゃん、おばあちゃん、ともだち、すきなひとなら、だれでもよいです。おてがみをかくとたのしいし、おてがみをもらうとあたたかいきもちになれます。もし、おてがみをかくひとがいないなら、ぼくにおてがみをください。じはきれいではないけど、いっしょうけんめいおへんじをかきます。

ぼくは、まだちいさくてたよりにならないかもしれないけど、あたたかいきもちをつたえたいとおもっています。だから、わるいことをしてしまうまえに、ぼくにおてがみをください。かならずおへんじをかきます。そして、このさくぶんをよんで、ぼくのようにだれかをたすけたいというひとがふえたら、しゃかいはあかるくなっていくとおもいます。
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